
日
本
学
士
院
賞

　受
賞
者

　
　牧ま

き

　島
し
ま

　一
か
ず

　夫お

専
攻
学
科
目

　
　宇
宙
物
理
学
実
験

生

　年

　月

　
　昭
和
二
四
年

　四
月

略

　
　
　歴

　
　昭
和
四
九
年

　三
月

　
　東
京
大
学
理
学
部
物
理
学
科
卒
業

　
　
　
　
　
　
　同

　五
一
年

　三
月

　
　東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研
究
科
修
士
課
程
修
了

　
　
　
　
　
　
　同

　五
三
年
一
一
月

　
　東
京
大
学
宇
宙
航
空
研
究
所
助
手

　
　
　
　
　
　
　同

　五
六
年

　四
月

　
　宇
宙
科
学
研
究
所
宇
宙
圏
研
究
系
助
手

　
　
　
　
　
　
　同

　六
一
年

　四
月

　
　東
京
大
学
理
学
部
助
教
授

　
　
　
　
　
　
　同

　六
一
年

　五
月

　
　理
学
博
士

　
　
　
　
　
　
　平
成

　七
年

　四
月

　
　東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研
究
科
教
授
（
平
成
二
七
年
三
月
ま
で
）

　
　
　
　
　
　
　同

　一
三
年

　四
月

　
　理
化
学
研
究
所
牧
島
宇
宙
放
射
線
研
究
室
主
任
研
究
員
（
兼
務
、
平
成
二
二
年
三
月
ま
で
）

　
　
　
　
　
　
　同

　一
九
年

　四
月

　
　東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研
究
科
附
属
ビ
ッ
グ
バ
ン
宇
宙
国
際
研
究
セ
ン
タ
ー
長
（
兼
任
、
平
成
二
七

年
三
月
ま
で
）

　
　
　
　
　
　
　同

　二
二
年

　四
月

　
　
（
独
）理
化
学
研
究
所
グ
ロ
ー
バ
ル
研
究
ク
ラ
ス
タ
宇
宙
観
測
実
験
連
携
研
究
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　同

　二
七
年

　四
月

　
　国
立
研
究
開
発
法
人
理
化
学
研
究
所
グ
ロ
ー
バ
ル
研
究
ク
ラ
ス
タ
研
究
顧
問
（
現
在
に
至
る
）

五

日
本
学
士
院
賞

　受
賞
者

　
　香か

　取
と
り

　秀
ひ
で

　俊
と
し

専
攻
学
科
目

　
　量
子
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

生

　年

　月

　
　昭
和
三
九
年

　九
月

略

　
　
　歴

　
　昭
和
六
三
年

　三
月

　
　東
京
大
学
工
学
部
物
理
工
学
科
卒
業

　
　
　
　
　
　
　平
成

　二
年

　三
月

　
　東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
修
士
課
程
修
了

　
　
　
　
　
　
　同

　
　三
年

　八
月

　
　東
京
大
学
工
学
部
教
務
職
員

　
　
　
　
　
　
　同

　
　六
年

　四
月

　
　東
京
大
学
工
学
部
助
手

　
　
　
　
　
　
　同

　
　六
年

　九
月

　
　ド
イ
ツ
・
マ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ン
ク
量
子
光
学
研
究
所
客
員
研
究
員

　
　
　
　
　
　
　同

　
　六
年
一
〇
月

　
　博
士
（
工
学
）

　
　
　
　
　
　
　同

　
　九
年
一
〇
月

　
　科
学
技
術
振
興
事
業
団
五
神
協
同
励
起
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
基
礎
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

　
　
　
　
　
　
　同

　一
一
年

　四
月

　
　東
京
大
学
工
学
部
附
属
総
合
試
験
所
助
教
授

　
　
　
　
　
　
　同

　一
四
年
一
〇
月

　
　科
学
技
術
振
興
事
業
団
さ
き
が
け
研
究
員
（
兼
務
、
平
成
一
七
年
九
月
ま
で
）

　
　
　
　
　
　
　同

　一
七
年

　四
月

　
　東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
助
教
授

　
　
　
　
　
　
　同

　一
七
年
一
〇
月

　
　
（
独
）
科
学
技
術
振
興
機
構
戦
略
的
創
造
研
究
推
進
事
業C

R
E
ST

研
究
代
表
者

　
　
　
　
　
　
　同

　二
二
年

　五
月

　
　東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
教
授
（
現
在
に
至
る
）

　
　
　
　
　
　
　同

　二
二
年
一
〇
月

　
　
（
独
）
科
学
技
術
振
興
機
構
戦
略
的
創
造
研
究
推
進
事
業E

R
A
T
O

香
取
創
造
時
空
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研

究
総
括
（
平
成
二
七
年
四
月
よ
り
国
立
研
究
開
発
法
人
、
現
在
に
至
る
）

　
　
　
　
　
　
　同

　二
三
年

　四
月

　
　
（
独
）
理
化
学
研
究
所
香
取
量
子
計
測
研
究
室
招
聘
主
任
研
究
員
（
平
成
二
七
年
四
月
よ
り
国
立
研
究
開

発
法
人
、
現
在
に
至
る
）

六
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三
二

博
士
（
工
学
）
香
取
秀
俊
氏
の
「
光
格
子
時
計
の

発
明
と
そ
の
開
発
」
に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

　時
間
と
周
波
数
の
測
定
は
、
あ
ら
ゆ
る
物
理
量
の
計
測
の
な
か
で
、
最
も
精

密
か
つ
正
確
な
測
定
が
行
わ
れ
て
い
る
。
時
間
の
単
位
は
一
九
六
七
年
度
の
第

一
三
回
国
際
度
量
衡
総
会
の
決
議
に
よ
り
、

　
「
秒
は
、セ
シ
ウ
ム133

の
原
子
の
基
底
状
態
の
二
つ
の
超
微
細
構
造
準
位
の

間
の
遷
移
に
対
応
す
る
放
射
の
周
期
の9 192 631 770

倍
の
継
続
時
間
で
あ

る
」

と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

　一
九
五
五
年
にL

. E
ssen

が
開
発
し
た
セ
シ
ウ
ム
原
子
時
計
の
不
確
か
さ

は10
－
12

程
度
で
あ
っ
た
が
、
現
在
の
不
確
か
さ
は10

－
14

な
い
し10

－
15

に
達

し
て
い
る
。
そ
こ
で
他
の
物
理
量
は
周
波
数
に
変
換
す
る
こ
と
に
よ
り
高
精
度

の
測
定
が
実
現
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ばJosefson

効
果
に
よ
り
電
圧
の
精
密

測
定
が
行
わ
れ
、
光
速
度
を
定
義
値
（299 792 458m

/s

）
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、

長
さ
の
単
位
の
不
確
か
さ
は
秒
と
同
じ
に
な
っ
て
い
る
。（
一
九
八
三
年
第
一
七

回
国
際
度
量
衡
総
会
の
決
議
）

　原
子
時
計
（
原
子
周
波
数
標
準
）
の
精
度
を
高
め
、
不
確
か
さ
を
小
さ
く
す

る
た
め
に
は
、ス
ペ
ク
ト
ル
線
の
中
心
周
波
数
を
よ
り
正
確
に
求
め
る
こ
と
と
、

中
心
周
波
数
の
安
定
化
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
量
子
論
的
な
限
界
が
あ

る
。　ス

ペ
ク
ト
ル
線
の
中
心
周
波
数
測
定
の
不
確
か
さ
は
、
ス
ペ
ク
ト
ル
線
幅
だ

け
で
な
く
、
そ
れ
を
観
測
す
る
信
号
対
雑
音
比
で
決
ま
る
。
す
な
わ
ち
不
確
か

さ
を
小
さ
く
す
る
た
め
に
線
幅
を
狭
く
し
て
も
、
信
号
対
雑
音
比
が
減
少
す
れ

ば
不
確
か
さ
は
増
大
す
る
。

　ス
ペ
ク
ト
ル
幅
を
小
さ
く
す
る
に
は
、
外
場
の
摂
動
を
受
け
な
い
原
子
が
理

想
的
で
あ
る
が
、
観
測
す
る
た
め
に
は
あ
る
程
度
の
摂
動
を
与
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
ま
た
測
定
時
間 Δ

t

で
の
測
定
周
波
数
の
不
確
か
さ
を Δ

ν

と
す
る

と
、
お
よ
そ Δ

t

・Δ
ν
≧
1

で
あ
る
。
そ
こ
で10G

H
z

の
周
波
数
を10

－
15

の

不
確
か
さ
で
測
定
す
る
に
は
、
原
子
の
定
常
状
態
の
寿
命
と
し
て10

5

秒
必
要

で
あ
る
。
N
個
の
原
子
集
団
を
測
定
す
れ
ば
測
定
時
間
は1／

√N
  

に
な
る
が
、

原
子
間
の
相
互
作
用
に
よ
っ
て
線
幅
が
広
が
り
、
中
心
周
波
数
も
シ
フ
ト
す
る

の
で
、
測
定
周
波
数
の
不
確
か
さ
が
増
大
す
る
。

　周
波
数
測
定
の
不
確
か
さ
に
限
界
が
あ
る
な
ら
、
ス
ペ
ク
ト
ル
線
の
周
波
数

が
高
い
ほ
ど
、
相
対
不
確
か
さ Δ

ν
／
ν

は
小
さ
く
な
る
。
そ
こ
で
レ
ー
ザ
ー

分
光
の
進
歩
に
よ
り
、
光
周
波
数
の
原
子
時
計
、
略
称
光
時
計
、
の
研
究
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
い
く
つ
か
の
提
案
の
な
か
で
有
力
候
補
と
し
て
研
究
さ
れ
て

い
た
の
は
、
レ
ー
ザ
ー
冷
却
し
た
単
一
イ
オ
ン
をPaul trap

の
中
に
捕
捉
し

三
三



て
、
そ
の
禁
制
遷
移
を
観
測
す
る
方
法
で
あ
っ
た
。

　こ
の
方
法
は
、
イ
オ
ン
を
電
場
0
の
位
置
に
捕
捉
し
て
も
、
イ
オ
ン
に
は
量

子
論
的
な
広
が
り
が
あ
る
の
で
外
場
の
影
響
が
残
り
、
観
測
の
た
め
の
電
磁
場

の
影
響
も
避
け
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
線
幅
W
を
せ
ま
く
す
る
た
め
に
測
定
時
間 

Δ
t

を
長
く
す
る
と
、
そ
の
時
間
に
一
個
の
光
子
が
出
る
だ
け
な
の
で
信
号
が

弱
く
な
る
。
極
低
温
に
す
れ
ば
熱
雑
音
は
減
少
す
る
が
、
量
子
雑
音
は
避
け
ら

れ
な
い
。

　こ
れ
ら
の
限
界
を
越
え
る
高
精
度
の
光
時
計
を
実
現
す
る
こ
と
は
不
可
能
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
香
取
氏
が
考
案
し
た
光
格
子
時
計
は
こ
れ
ら
す

べ
て
の
難
点
を
克
服
す
る
世
界
的
な
発
明
で
あ
っ
た
。

　香
取
秀
俊
氏
は
一
九
九
八
年
、
Sr
原
子
を
短
時
間
で1μ

K

以
下
の
極
低
温

に
レ
ー
ザ
ー
冷
却
す
る
技
術
を
開
発
し
た37

）
。
そ
し
て
、
一
九
九
九
年
、
冷
却

し
た
Sr
原
子
を
光
ト
ラ
ッ
プ
に
捕
捉
す
る
と
き
、
魔
法
波
長
と
名
付
け
た
波
長

の
レ
ー
ザ
ー
を
用
い
て
、
光
電
場
に
よ
る
遷
移
周
波
数
の
シ
フ
ト
を
除
去
す
る

着
想
を
得
た
。
二
〇
〇
一
年
、
魔
法
波
長
の
レ
ー
ザ
ー
で
つ
く
っ
た
光
格
子
に

多
数
の
Sr
原
子
を
捕
捉
し
、
ス
ペ
ク
ト
ル
線
周
波
数
の
光
シ
フ
ト
が
除
去
さ
れ

る
こ
と
を
実
証
し
た34

）
。

　こ
の
光
格
子
時
計
は
、
レ
ー
ザ
ー
冷
却
し
た
多
数
の
極
低
温
の
原
子
を
計
測

す
る
こ
と
に
よ
り
、高
精
度
で
高
安
定
な
周
波
数
標
準
の
実
現
を
可
能
に
す
る
。

光
の
周
波
数
は
数
百
テ
ラ
ヘ
ル
ツ
で
あ
る
か
ら
、
光
格
子
に
一
〇
〇
万
個
の
原

子
を
魔
法
波
長
の
光
の
ト
ラ
ッ
プ
に
補
足
し
た
光
格
子
時
計
の
不
確
か
さ
は
、

短
時
間
で10

－
18

、
す
な
わ
ち
十
八
桁
の
精
度
に
な
る
。

　二
〇
一
一
年
に
は
、
二
つ
の
同
位
体87Sr

と88Sr

の
光
格
子
時
計
の
周
波
数

比
較
に
よ
っ
て
、
お
よ
そ10

－
17

の
不
確
か
さ
を
実
証
し
た6

）
。
ま
た
、
本
郷
に

あ
る
東
京
大
学
と
小
金
井
に
あ
る
情
報
通
信
研
究
機
構
（N

IC
T

）
の
光
格
子
時

計
の
周
波
数
比
較
に
よ
り
、
五
〇
m
の
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に
対
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す
る
重
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ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
シ
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約
二
・
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ヘ
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ツ
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検
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し
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。
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一
四
年
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、
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囲
温
度
を
九
五
K
に
し
て
黒
体
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射
に
よ
る
周
波
数

シ
フ
ト
を
常
温
の
一
〇
〇
分
の
一
に
減
ら
し
た
二
台
の
光
格
子
時
計
の
周
波
数

で
一
か
月
に
わ
た
っ
て2

×10
－
18

の
一
致
を
達
成
し
た1

）
。
さ
ら
に
装
置
の
小

型
化
の
研
究
も
進
ん
で
い
る3

）
。
小
型
可
搬
な
光
格
子
時
計
は
、
重
力
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
の
測
量
調
査
な
ど
、
各
種
の
超
精
密
測
定
へ
の
応
用
が
期
待
さ
れ
る
。

　日
本
で
は
香
取
研
究
室
の
ほ
か
、
情
報
通
信
研
究
機
構
で
も
産
業
技
術
総
合

研
究
所
で
も
研
究
が
進
め
ら
れ
、
Yb 

お
よ
び 

Hg 

の
光
格
子
時
計
も
つ
く
ら
れ

て
い
る
。
米
、
仏
、
独
の
計
量
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所
で
も
光
格
子
時
計
が
つ
く
ら
れ
る
よ
う

に
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て
、
国
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的
な
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波
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比
較
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が
お
こ
な
わ
れ
、
時
間
の
単
位
「
秒
」

の
将
来
の
再
定
義
の
有
力
候
補
に
な
っ
て
い
る
。

　以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
香
取
氏
の
発
明
は
時
間
と
周
波
数
の
精
密
測
定
の

研
究
を
世
界
的
に
リ
ー
ド
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
国
内
国
外
の
多
く
の
著

名
な
賞
が
授
与
さ
れ
て
お
り
、
日
本
学
士
院
賞
に
相
応
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業
績
で
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る
。
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ザ
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ザ
ー
で
つ
く
っ
た
光
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光
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ザ
ー
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光
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の
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比
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に
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を
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に
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の
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の
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で
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光
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超
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に
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比
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が
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、
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間
の
単
位
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」

の
将
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の
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の
有
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に
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て
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上
に
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べ
た
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に
、
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と
周
波
数
の
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の
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